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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

山
陽
エ
バ
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ア
ル
ミ
株
式
会
社
の
労
使
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争
に
関
す
る
質
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主
意
書 

昭
和
五
十
二
年
五
月
十
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

保 
 

利 
 
 

茂 

殿 

 

提 

出 

者 
 

枝 

村 

要 

作 

 

一 

 



 

大
阪
市
福
島
区
福
島
七
丁
目
十
三
番
七
号
に
本
社
を
、
山
口
県
厚
狭
郡
山
陽
町
大
字
山
野
井
二
〇
五
六
に
工
場

を
置
き
、
主
と
し
て
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
及
び
ア
ル
ミ
型
材
の
生
産
と
販
売
を
行
つ
て
い
る
山
陽
エ
バ
ー
ア
ル
ミ
株
式

会
社
（
以
下
エ
バ
ー
ア
ル
ミ
と
い
う
）
と
、
総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
山
口
地
方
本
部
山
陽
エ
バ
ー
ア
ル
ミ
支
部
と

の
労
使
紛
争
に
つ
き
、
以
下
の
諸
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
の
で
、
政
府
・
労
働
大
臣
並
び
に
通
産
大
臣
の
見
解

を
賜
り
た
い
。 

一 

エ
バ
ー
ア
ル
ミ
は
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
に
、
大
幅
な
首
切
合
理
化
の
提
案
を
行
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ

以
降
、
単
に
労
使
の
紛
争
に
と
ど
ま
ら
ず
自
治
体
を
も
巻
き
込
ん
だ
問
題
に
発
展
し
て
い
る
や
に
聞
い
て
い
る

が
、
労
使
の
紛
争
の
経
過
・
現
状
並
び
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

エ
バ
ー
ア
ル
ミ
は
、
政
府
の
産
炭
地
振
興
事
業
の
も
と
に
、
山
口
県
山
陽
町
の
誘
致
企
業
だ
と
言
わ
れ
る
が 

 
山
陽
エ
バ
ー
ア
ル
ミ
株
式
会
社
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

四 

更
に
古
河
ア
ル
ミ
は
、
古
河
電
気
工
業
株
式
会
社
（
以
下
古
河
電
工
と
い
う
）
が
そ
の
株
式
五
〇
％
以
上
保
有

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
今
回
の
エ
バ
ー
ア
ル
ミ
の
希
望
退

職
、
合
理
化
問
題
は
、
古
河
電
工
、
古
河
ア
ル
ミ
、
エ
バ
ー
ア
ル
ミ
の
連
結
決
算
対
策
に
か
ら
ん
だ
合
理
化
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
政
策
だ
と
聞
い
て
い
る
が
そ
の
事
実
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

雇
用
問
題
は
、
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
る
時
だ
け
に
、
政
府
・
労
働
省
・
通
産
省
は
、
エ
バ
ー
ア
ル
ミ
の 

三 

エ
バ
ー
ア
ル
ミ
は
、
古
河
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
業
株
式
会
社
（
以
下
古
河
ア
ル
ミ
と
い
う
）
が
、
資
本
的
に 

 
 

も
、
人
事
的
に
も
支
配
し
て
い
る
企
業
だ
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
事
実
と
経
過
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 も

し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
政
府
及
び
自
治
体
は
こ
の
企
業
に
対
す
る
指
導
と
責
任
は
い
か
よ
う
に
と
ろ
う
と

す
る
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

事
実
か
ど
う
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

 

五 

合
理
化
と
、
そ
の
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
い
か
な
る
努
力
を
さ
れ
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


